
★
勲
六
等
単
光
旭
日
章

伝
統
工
芸
士

福
垣
内

茂
さ
ん（
81
歳
・
萩
原
）

【
元
伝
統
工
芸
士
会
会
長
】

熊
野
筆
が
昭
和
50
年
に
毛
筆
産

業
と
し
て
全
国
で
初
め
て
通
商
産

業
大
臣
（
現
経
済
産
業
大
臣
）
よ

り
「
伝
統
的
工
芸
品
」
の
指
定
を

受
け
て
以
来
、
福
垣
内
さ
ん
は

「
伝
統
工
芸
士
」
と
し
て
ご
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

羊
毛
、
兼
ご
う
筆
を
得
意
と
さ

れ
、
伝
統
工
芸
士
会
会
長
を
務
め

る
な
ど
、
町
内
外
で
多
大
な
る
ご

尽
力
を
さ
れ
ま
し
た
。
「
そ
の
時

代
に
よ
っ
て
筆
に
も
流
行
が
あ
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人
に
よ
っ
て
の

好
み
も
あ
り
ま
す
。
筆
は
使
う
人

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
活
き
て
き
ま

す
。
使
う
人
の
こ
と
を
常
に
考
え

て
、
努
力
し
て
い
ま
す
。」
と
語

ら
れ
る
福
垣
内
さ
ん
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

島
根
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ
た

平
成
13
年
度
全
国
伝
統
的
工
芸
品

月
間
全
国
大
会
で
お
二
人
の
方
が

経
済
産
業
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

伝
統
工
芸
士

中
川

敏
朗
さ
ん（
65
歳
・
中
溝
）

伝
統
工
芸
士
会
会
長

伝
統
工
芸
士

仁
井
本
不
二
男
さ
ん（
67
歳･

中
溝
）

伝
統
工
芸
士
会
副
会
長

９
月
23
日
祝
、
筆
ま
つ
り
会
場

に
お
い
て
、
熊
野
町
の
商
工
業
に

従
事
し
、
振
興
に
寄
与
さ
れ
た
方

を
表
彰
す
る
平
成
13
年
度
熊
野
町

商
工
業
優
秀
従
業
者
表
彰
式
が
行

わ
れ
、
次
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。（
敬
称
略
）

★
毛
筆
功
労
者

(

地
区)

小

澤

武

博
（
中
溝
）

樫

原

洋

子
（
焼
山
）

北

村

光

司
（
中
溝
）

上

本

珠

恵
（
中
溝
）

★
永
年
勤
続
者

（
地
区
）

工

藤

満
智
恵
（
平
谷
）

庄
原
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
た

広
島
県
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
で
、

身
体
障
害
者
福
祉
の
向
上
の
た
め

に
積
極
的
に
活
動
さ
れ
た
、
白
石

儀
角
さ
ん
（
神
田
）
が
団
体
功
労

者
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

白
石

儀
角
さ
ん
（
82
歳
・
神
田
）

銭
太
鼓
で
、
県
優
秀
賞

山
川
流
高
杉
会（
連
合
）

10
月
14
日
、

加
計
町
で
行

わ
れ
た
「
け

ん
み
ん
文
化

際
・
二
〇
〇

一
」
（
広
島

県
民
文
化
祭

実
行
委
員
会
主
催
）
に
お
い
て
、

民
族
芸
能
の
祭
典
・
銭
太
鼓
の
部

で
山
形
流
高
杉
会
（
連
合
）
が
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

山
形
流
高
杉
会
（
連
合
）
は
、

各
公
民
館
の
銭
太
鼓
グ
ル
ー
プ
が

集
結
し
た
も
の
で
す
。
一
致
団
結

し
て
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に

い
た
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊
野
第
四
小
学
校

広
島
県
知
事
賞
に
輝
く

平
成
13
年
度
学
校
環
境
緑
化
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
熊
野
第
四

小
学
校
の
活
動
が
、
特
選
の
広
島

県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

第
四
小
で
は
「
や
さ
し
い
心
を

咲
か
せ
よ
う
」
の
テ
ー
マ
で
、

「
３
人
３
鉢
」
の
協
力
栽
培
や
、

春
と
秋
の
「
熊
四
小
み
ど
り
の
週

間
」
で
の
地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
な

ど
を
展
開
し
、
「
全
国
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
も
毎
年
優
秀

賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

先
輩
た
ち
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
が

植
え
て
こ
ら
れ
た
樹
木
も
評
価
の

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

今
も
校
内
で
は
サ
ル
ビ
ア
や
パ

ン
ジ
ー
が
元
気
に
咲
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
達
が
丹
精
こ
め
た
花
々
を
、

ぜ
ひ
立
ち
寄
っ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
学
校
教
育
課
）

第
67
回
筆
ま
つ
り
開
催
＆

大
作
席
書
石
碑
建
立

９
月
23
日
祝
、
恒
例
の
筆
ま
つ

り
が
榊
山
神
社
を
中
心
に
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
６
万
人
も
の
人
々

が
訪
れ
、
筆
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま

し
た
。

今
年
は
ふ
で
娘
の
交
代
式
が
あ
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経
済
産
業
大
臣
賞
受
賞

熊
野
町
商
工
業
優
秀
従
業
者
表
彰

社
団
法
人
広
島
県
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
会
長
表
彰

団
体
功
労
者
賞
受
賞



り
、
熊
野
中
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
で

は
、
よ
り
町
民
の
皆
さ
ん
に
参
加

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
広
場
で
の
ス
テ
ー
ジ
出
演

な
ど
新
し
い
催
し
も
行
わ
れ
ま
し

た
。今

年
の
筆
ま
つ
り
で
、
歴
代
の

大
作
席
書
の
先
生
方
の
作
品
が
石

碑
と
し
て
筆
の
里
工
房
の
坂
面
大

池
の
周
辺
に
９
基
、
建
立
さ
れ
、

除
幕
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
課)

筆
の
都
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

２
０
０
１
を
開
催

10
月
21
日
、
町
民
会
館
で
「
三

世
代
で
考
え
よ
う

よ
み
が
え
る

も
の
の
い
の
ち
」
を
テ
ー
マ
に
筆

の
都
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
２
０
０

１
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
約
１
千
人
の
来
場
者
が
身
近

な
環
境
問
題
で
あ
る
「
ご
み
減
量
」

や
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
に
ふ
れ
あ
い

ま
し
た
。

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
へ
ご
来
場

い
た
だ
い
た
皆
様
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
円
滑
な
運
営

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
ス
タ
ッ
フ
、

関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

筆
の
都
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
２
０

０
１
実
行
委
員
会
（
生
活
環
境
課
）

第
34
回
筆
の
都

町
民
文
化
祭
開
催

10
月
27
日
・
28
日
の
２
日
間
、

町
民
会
館
で
第
34
回
町
民
文
化
祭

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
町
内
で
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
等
が
作
品
展

示
、
芸
能
発
表
、
バ
ザ
ー
を
行
い
、

日
頃
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

普
段
は
異
な
る
活
動
を
し
て
い

る
人
た
ち
が
一
つ
と
な
っ
て
、
来

場
者
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
協
力
し
て
行
い

ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
協

力
者
が
い
る
な
ど
、
文
化
祭
を
通

し
て
人
の
輪
や
リ
ー
ダ
ー
が
育
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、文
化
祭
が
き
っ

か
け
で
活
動
を
始
め
ら
れ
る
と
い

う
嬉
し
い
話
も
あ
り
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

近
隣
の
方
を
は
じ
め
、
来
場
者

の
方
に
は

ご
協
力
を

い
た
だ
き

あ
り
が
と

う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

筆
の
都
町
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

（
生
涯
学
習
課
）

第
三
児
童
ク
ラ
ブ
の
児
童
が

『
花
と
歌
』
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

青
少
年
育
成
く
ま
の
町
民
会
議

で
は
、
11
月
の
青
少
年
健
全
育
成

強
調
月
間
行
事
の
一
環
と
し
て
11

月
21
日

に
役
員
と
第
三
児
童
ク

ラ
ブ
の
児
童
が
、
町
内
の
養
護
老

人
ホ
ー
ム｢

和
楽
園｣

の
皆
さ
ん
に

花
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
の
花
は
今

年
10
月
か
ら
児
童
自
ら
が
育
て
上

げ
た
も
の
で
す
。
お
年
寄
り
の
皆

さ
ん
は
、
毎
年
贈
ら
れ
る
『
花
と

歌
』
の
交
流
会
を
楽
し
み
に
し
て

お
ら
れ
ま
す
。

（
生
涯
学
習
課
）
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世
界
の
平
和
と
人
類
の
幸
福
を

願
っ
て
、
１
９
４
８
年
12
月
10
日

に
、
国
連
総
会
で
「
世
界
人
権
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
は
、
人
間
は
誰
も
が

尊
厳
と
価
値
を
認
め
ら
れ
、
人
間

と
し
て
当
然
持
っ
て
い
る
基
本
的

権
利
を
お
互
い
に
尊
重
し
あ
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
表
明
し

て
い
ま
す
。

●
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

●
子
供
の
人
権
を
守
ろ
う

●
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

●
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

●
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

●
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

●
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

●
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

「
人
権
週
間
」
を
機
に
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
人
権
の
大
切
さ

に
つ
い
て
再
認
識
し
、
明
る
く
住

み
よ
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

（
住
民
課
同
和
対
策
室
℡
820
―
５
６
０
４
）

12
月
４
日
～
10
日
は
人
権
週
間
で
す

～
育
て
よ
う

あ
ら
ゆ
る
差
別
の
な
い
社
会
～

人
権
総
合
相
談
所
開
設

◇
と

き

12
月
18
日

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
と
こ
ろ

町
民
会
館

◇
相
談
員

《
人
権
擁
護
委
員
》

向
久
保
健
藏

℡
854
―
２
８
１
０

杉

美
子

℡
854
―
０
６
７
１

寺
西

善
彦

℡
854
―
３
２
６
３

岡
本

順
子

℡
854
―
１
４
１
８

《
行
政
相
談
員
》

小
坂
田

忠

℡
854
―
１
６
２
９

◇
主

催

広
島
人
権
擁
護
委
員
協

議
会
・
広
島
法
務
局
・
総
務
省

（
住
民
課
同
和
対
策
室
・
総
務
課
）




